
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
トランスの一次コイルに対する直流電源の給断を行うための電源給断用スイッチ手段、お
よび該電源給断用スイッチ手段を駆動することにより前記一次コイルに対する直流電源の
給断を制御して当該一次コイルに所定周波数の発振信号を印加する電源制御手段を備える
スイッチング電源装置と、該スイッチング電源から出力される直流電圧を電源として受信
動作を行う受信装置本体とを有する受信装置において、
前記一次コイルに回路的に接続されたときに当該一次コイルに印加される前記発振信号の
波形を鈍化させる波形整形素子と、
複数の受信チャンネルのうち、周波数の低い特定チャンネルが選択されたときに前記一次
コイルに前記波形整形素子が回路的に接続された状態とし、周波数の高いチャンネルが選
択されたときには前記一次コイルに前記波形整形素子が回路的に接続された状態を解除す
るモード切替え手段とを有することを特徴とする受信装置。
【請求項２】
請求項１において、前記モード切替え手段は、前記波形整形素子が前記一次コイルに回路
的に接続された状態および該接続状態を解除した状態に切り替えるモード切替え用スイッ
チ手段と、受信チャンネルの選択結果に基づいて当該モード切替え用スイッチ手段のスイ
ッチ動作を制御するための信号を出力する切替え制御信号発生手段とを有していることを
特徴とする受信装置。
【請求項３】
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請求項１または２において、前記波形整形素子は、前記一次コイルに並列に接続されたと
きに前記発振信号の波形を鈍化させるキャパシタであることを特徴とする受信装置。
【請求項４】
請求項１または２において、前記波形整形素子は、前記一次コイルに並列に接続されたと
きに前記発振信号の波形を鈍化させる抵抗であることを特徴とする受信装置。
【請求項５】
請求項１ないし３のいずれかにおいて、前記モード切替え手段は、前記特定チャンネルが
選択されたときに、複数のチューナー回路のうち、前記特定チャンネルに対応するチュー
ナー回路に供給されるチューナー駆動電源に基づいて、前記一次コイルに前記波形整形素
子が回路的に接続された状態とすることを特徴とする受信装置。
【請求項６】
請求項１ないし３のいずれかにおいて、前記モード切替え手段は、前記特定チャンネルが
選択されたときに、チューナ回路に供給される所定のバンド切替え電圧に基づいて、前記
一次コイルに前記波形整形素子が回路的に接続された状態とすることを特徴とする受信装
置。
【請求項７】
請求項１ないし３のいずれかにおいて、前記モード切替え手段は、前記特定チャンネルが
選択されたときに、選局回路から出力される所定の信号に基づいて、前記一次コイルに前
記波形整形素子が回路的に接続された状態とすることを特徴とする受信装置。
【請求項８】
請求項１ないし７のいずれかにおいて、前記スイッチング電源装置では、前記直流電源が
電池から供給されることを特徴とする受信機。
【請求項９】
請求項１ないし８のいずれかに規定する受信装置を備えたテレビジョン受信機であって、
前記特定チャンネルは、当該テレビジョン受信機で受信されるチャンネルのうち、低周波
数側のチャンネルであることを特徴とするテレビジョン受信機。
【請求項１０】
請求項１ないし８のいずれかに規定する受信装置を備えたテレビジョン受信機であって、
前記特定チャンネルは、ＶＨＦのローチャンネルであることを特徴とするテレビジョン受
信機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、受信機およびテレビジョン受信機に関するものである。さらに詳しくは、受信
機およびテレビジョン受信機の回路構成に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
携帯用あるいは車載用のテレビジョン受信機は、電池あるいはバッテリーなどといった単
一電源しか備えていないことから、スイッチング電源装置（ＤＣ－ＤＣコンバータ）によ
って各種の直流電圧を生成し、これらの直流電圧を電源として各回路を動作させている。
この種の受信機に搭載されているスイッチング電源装置の回路構成および動作などを、図
７、図８および図９を参照して説明する。
【０００３】
図７および図８は、従来の携帯用のテレビジョン受信機に搭載されているスイッチング電
源装置の回路図である。図９（ａ）、（ｂ）はそれぞれ、図７に示すスイッチング電源装
置の１次コイルに供給される発振信号の電流波形図、および図７に示すスイッチング電源
装置が発するノイズの周波数分析結果を示すスペクトラムであり、図９（ｃ）、（ｄ）は
それぞれ、図８に示すスイッチング電源装置の１次コイルに供給される発振信号の電流波
形図、および図８に示すスイッチング電源装置が発するノイズの周波数分析結果を示すス
ペクトラムである。
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【０００４】
まず、図７に示すスイッチング電源装置１００では、トランス１１０の一次コイル１１１
に対して、電池などから供給された直流電源１２０の給断を行うトランジスタ１３０、お
よびこのトランジスタ１３０を駆動することにより一次コイル１１１に対する直流電源１
２０の給断を制御して一次コイル１１１に所定周波数の発振信号を印加する制御用ＩＣ１
４０が形成されている。トランス１１０の二次側には、二次コイル１１２、この二次コイ
ル１１２で逓昇あるいは逓落された二次電圧に対して整流を行うダイオード１５０、およ
び整流された後の直流電源を平滑する平滑用キャパシタ１６０が形成されている。
【０００５】
このようなスイッチング電源装置１００では、一次コイル１１１に供給される発振信号が
、図９（ａ）に示すように、スイッチング周波数が高く、かつ、波形の立ち上がりあるい
は立ち下がりが急峻なほど、電源効率が高いので、省電力化に有利である。但し、このよ
うな波形では、図９（ｂ）に示すように、１００ＭＨｚまで届くようなかなり高い周波数
をもつノイズが発生し、このようなノイズの周波数帯域が９０ＭＨｚ～１０８ＭＨｚのＶ
ＨＦローチャンネルの受信周波数帯域に重なる結果、ＶＨＦローチャンネルを受信したと
き画像にノイズが発生する。
【０００６】
このような問題点は、図８に示すように、トランス１１０の一次コイル１１１に対してキ
ャパシタ１７０を並列接続し、このキャパシタ１７０によって、一次コイル１１１に供給
される発振信号の波形を、図９（ｃ）に示すように鈍化させることによって解消すること
ができる。すなわち、キャパシタ１７０によって、一次コイル１１１に供給される発振信
号の波形の立ち上がりおよび立ち下がりを鈍化すると、図９（ｄ）に示すように、スイッ
チング電源装置１００において周波数の高いノイズが発生するのを抑えることができるの
で、ノイズの周波数帯域が受信チャンネルの周波数帯域と重なることがない。それ故、テ
レビジョン受信機において受信ノイズを解消することができる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、図８に示したスイッチング電源装置１００を搭載したテレビジョン受信機
では、発振信号の波形の立ち上がりおよび立ち下がりを鈍化したので、ＶＨＦローチャン
ネルを受信したときのノイズは解消されたが、スイッチング電源装置１００の電源効率が
低下し、携帯型のテレビジョン受信機において電池寿命が低下するという問題点がある。
また、スイッチング電源装置１００の温度上昇が大きくなるという問題点もある。これに
対して、図７に示したスイッチング電源装置１００を搭載したテレビジョン受信機では、
電池寿命が長いが、ＶＨＦローチャンネルを受信したときにノイズが発生する。すなわち
、図７および図８に示すスイッチング電源装置１００を搭載したテレビジョン受信機では
、特定の受信チャンネルを受信しているときの画像品質と電源効率とが、一方を改良すれ
ば他方が犠牲になるというトレードオフの関係にある。
【０００８】
本発明の課題は、このような点に鑑みて、高い電源効率の達成と、安定した受信との双方
を達成することのできる受信装置およびテレビジョン受信機を提案することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、本発明では、トランスの一次コイルに対する直流電源の給断を
行うための電源給断用スイッチ手段、および該電源給断用スイッチ手段を駆動することに
より前記一次コイルに対する直流電源の給断を制御して当該一次コイルに所定周波数の発
振信号を印加する電源制御手段を備えるスイッチング電源装置と、該スイッチング電源か
ら供給される直流電圧を電源として受信動作を行う受信装置本体とを有する受信装置にお
いて、前記一次コイルに回路的に接続されたときに当該一次コイルに印加される前記発振
信号の波形を鈍化させる波形整形素子と、複数の受信チャンネルのうち、周波数の低い特
定チャンネルが選択されたときに前記一次コイルに前記波形整形素子が回路的に接続され
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た状態とし、周波数の高いチャンネルが選択されたときには前記一次コイルに前記波形整
形素子が回路的に接続された状態を解除するモード切替え手段とを有することを特徴とす
る。
【００１０】
本発明に係る受信装置では、周波数の低い特定チャンネルが選択されたときには、一次コ
イルに波形整形素子を回路的に接続させて、図９（ｃ）を参照して説明したように、トラ
ンスの一次コイルに供給される発振信号の電流波形を鈍化させる。このため、図９（ｄ）
を参照して説明したように、スイッチング電源装置から出るノイズの周波数を低く抑える
ことができるので、ノイズの周波数帯域が特定チャンネルの周波数帯域と重なることがな
い。それ故、テレビジョン受信機において受信ノイズを解消することができる。これに対
して、周波数の高いチャンネルが選択されたときには、一次コイルから波形整形素子を回
路的に切り離して、図９（ａ）を参照して説明したように、トランスの一次コイルに供給
される発振信号の電流波形を急峻なまま用いるため、電源効率が高い。ここで、トランス
の一次コイルに供給される発振信号の波形を急峻なまま用いると、図９（ｂ）を参照して
説明したように、スイッチング電源装置から周波数の高いノイズが発生するが、このよう
なノイズが発生しても、受信チャンネルの周波数が高いため、受信チャンネルの周波数帯
域とノイズの周波数帯域とは重ならないので、受信ノイズは発生しない。それ故、本発明
によれば、いずれの受信チャンネルでもノイズが発生せず、かつ、電源効率が低下するの
は周波数の低い特定チャンネルを選択しているときだけである。よって、電源効率の向上
と、安定した受信との双方を達成することができる。
【００１１】
本発明において、前記モード切替え手段は、たとえば、前記波形整形素子が前記一次コイ
ルに回路的に接続された状態および該接続状態を解除した状態に切り替えるモード切替え
用スイッチ手段と、受信チャンネルの選局結果に基づいて当該モード切替え用スイッチ手
段のスイッチ動作を制御するための信号を出力する切替え制御信号発生手段とによって構
成することができる。
【００１２】
本発明において、前記波形整形素子は、前記一次コイルに並列に接続されたときに前記発
振信号の波形を鈍化させるキャパシタ、あるいは抵抗である。
【００１３】
本発明において、前記モード切替え手段は、前記特定チャンネルが選択されたときに、当
該特定チャンネルに対応するチューナー回路に供給されるチューナー駆動電源に基づいて
、前記一次コイルに前記波形整形素子が回路的に接続された状態とする。
【００１４】
本発明において、前記モード切替え手段は、前記特定チャンネルが選択されたときに、チ
ューナー回路に供給される所定のバンド切替え電圧に基づいて、前記一次コイルに前記波
形整形素子が回路的に接続された状態としてもよい。
【００１５】
本発明において、前記モード切替え手段は、前記特定チャンネルが選択されたときは、選
局回路から出力される所定の信号に基づいて、前記一次コイルに前記波形整形素子が回路
的に接続された状態としてもよい。
【００１６】
本発明は、前記スイッチング電源装置において前記直流電源が電池から供給される受信機
に適用すると効果的である。
【００１７】
本発明に係る受信装置は、たとえばテレビジョン受信機として構成される。この場合に、
前記特定チャンネルは、当該テレビジョン受信機で受信されるチャンネルのうち、低周波
数側のチャンネル、たとえば、ＶＨＦのローチャンネルである。
【００１８】
【発明の実施の形態】
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図面を参照して、本発明を適用した受信装置の一例としての携帯型テレビジョン受信機を
説明する。
【００１９】
［実施の形態１］
図１（ａ）、（ｂ）は、本形態のテレビジョン受信機のブロック図、およびこのテレビジ
ョン受信機においてスイッチング電源装置の動作モードを切り替えるためのモード切替え
回路の構成を示すブロック図である。図２は、本形態のテレビジョン受信機に搭載したス
イッチング電源装置の回路図である。
【００２０】
図１に示すように、本形態のテレビジョン受信機１は、受信装置本体１０とスイッチング
電源装置１００とから構成され、受信装置本体１０の側には、ＵＨＦ帯およびＶＨＦ帯の
テレビ高周波信号を受信するためのアンテナ２と、受信チャンネルを選択する選局回路３
と、この選局回路３での選局結果に基づいて、アンテナ２で受信したテレビ高周波信号か
ら希望するチャンネルの信号を選択、増幅し、映像信号は５８．７５ＭＨｚ、音声信号は
５４．２５ＭＨｚの中間周波数に変換するチューナ４およびＩＦ回路５とが構成されてい
る。また、テレビジョン受信機１には、映像信号をカラー信号に変換するクロマ回路６と
、このクロマ回路６から出力された信号に基づいて液晶パネル８を駆動する液晶パネル駆
動回路７と、音声信号を増幅してスピーカ１１に出力する音声信号増幅回路９とが構成さ
れている。このような回路構成は、従来からあるテレビジョン受信機と同様である。
【００２１】
本形態のテレビジョン受信機１は、１．５Ｖの電池を３本、直列に接続したものを単一電
源とするため、スイッチング電源装置（ＤＣ－ＤＣコンバータ）１００が搭載され、この
スイッチング電源装置１００によって各種の直流電圧、たとえば５Ｖの主電圧や３０Ｖの
チューニング電圧を生成し、これらの直流電源によって各回路を動作させている。
【００２２】
このスイッチング電源装置１００の基本的な回路構成は、図７および図８を参照して説明
したスイッチング電源装置１００と同様であり、図２に示すように、トランス１１０の一
次コイル１１１に対して、電池から供給された直流電源１２０の給断を行う電源給断用ス
イッチ手段としてのトランジスタ１３０、およびこのトランジスタ１３０を駆動すること
により一次コイル１１１に対する直流電源１２０の給断を制御して一次コイル１１１に所
定周波数の発振信号を印加する制御用ＩＣ１４０（電源制御手段）が形成されている。ト
ランス１１０の二次側には、二次コイル１１２、この二次コイル１１２で逓昇あるいは逓
落された二次電圧に対して整流を行うダイオード１５０、および整流された後の直流電源
を平滑する平滑用キャパシタ１６０が配置されている。
【００２３】
このように構成したスッチング電源装置１００において、本形態では、トランス１１０の
一次コイル１１１に対する電源１２０の供給ラインとグランドとの間には、一次コイル１
１１に印加される発振信号の電流波形を、図９（ａ）に示す波形から図９（ｃ）に示す波
形に鈍化させる波形整形素子としてのキャパシタ１７０が介挿されている。
【００２４】
但し、このキャパシタ１７０に対しては、図１（ａ）、（ｂ）を参照して説明するモード
切替え回路２０が構成されているため、このモード切替え回路２０のトランジスタ２１（
モード切替え用スイッチ手段）によって、キャパシタ１７０は、一次コイル１１１に対し
て並列に電気的接続した状態と、この接続を解除した状態に切り替えて使用される。
【００２５】
本形態において、モード切替え回路２０は、図１（ａ）、（ｂ）および図２に示すように
、キャパシタ１７０とグランドとの間に介挿されたモード切替え用スイッチ手段としての
トランジスタ２１と、受信チャンネルの選局結果に基づいてトランジスタ２１のスイッチ
動作を制御するための信号を出力する切替え制御信号発生回路２２とから構成されている
。
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【００２６】
ここで、制御信号発生回路２２は、複数の受信チャンネルのうち、周波数の低い特定チャ
ンネルが選択されたときにトランジスタ２１をオンさせて一次コイル１１１にキャパシタ
１７０が並列に電気的接続された状態とし、周波数の高いチャンネルが選択されたときに
はトランジスタ２１をオフさせて一次コイル１１１にキャパシタ１７０が回路的に接続さ
れた状態を解除する。本形態において、周波数の低い特定チャンネルとは、ＶＨＦローチ
ャンネルであり、周波数が高いチャンネルとは、ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチャ
ンネルである。
【００２７】
このような切替えを行うために、制御信号発生回路２２は、選局回路３の制御の下、チュ
ーナ４に形成されている各バンド毎の複数のチューナー回路のうち、所定のチューナー回
路にチューナー駆動電源ＶＣＣを選択的に供給するためのスイッチ回路を利用して構成さ
れている。すなわち、図１（ｂ）に示すように、希望するチャンネルが指定されると、こ
のチャンネルに対応するチューナ回路にはチューナ駆動電源ＶＣＣが供給されるが、チュ
ーナー４の３つの端子４１、４２、４３のうち、ＶＨＦローチャンネル用の端子４３から
トランジスタ２１のベースには信号線２１０が延びている。このため、ＶＨＦローチャン
ネルが選択されると、チューナ駆動電源ＶＣＣが端子４３を介してチューナー４に供給さ
れるとともに、信号線２１０を介してトランジスタ２１のベースに供給されるので、トラ
ンジスタ２１がオン状態となる。これに対して、ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチャ
ンネルが選択された状態においては、チューナ駆動電源ＶＣＣが端子４１、４２を介して
チューナー４に供給されるので、トランジスタ２１はオフ状態である。
【００２８】
このように、本形態のテレビジョン受信機１において、周波数の低い特定チャンネル（Ｖ
ＨＦローチャンネル）が選択されたときには、モード切替え回路２０は、チューナ４に形
成されている複数のチューナー回路のうち、ＶＨＦローチャンネルに対応するチューナー
回路に供給されるチューナー駆動電源ＶＣＣに基づいてトランジスタ２１をオンさせ、一
次コイル１１１にキャパシタ１７０を並列に電気的接続した状態とする。このため、図９
（ｃ）を参照して説明したように、一次コイル１１１に供給される発振信号の電流波形が
鈍化するので、図９（ｄ）を参照して説明したように、スイッチング電源装置１００から
出るノイズの周波数を低く抑えることができ、このような低い周波数のノイズであれば、
ノイズの周波数帯域が受信チャンネル（ＶＨＦローチャンネル）の周波数帯域と重なるこ
とがない。それ故、テレビジョン受信機１において受信ノイズを解消することができる。
【００２９】
これに対して、周波数の高いチャンネル（ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチャンネル
）が選択されたときには、モード切替え回路２０においては、チューナー駆動電源ＶＣＣ
がトランジスタ２１に供給されない。このため、トランジスタ２１がオフ状態にあるため
、キャパシタ１７０は、一次コイル１１１から回路的に切り離された状態にある。従って
、図９（ａ）を参照して説明したように、一次コイル１１１に供給される発振信号の電流
波形が急峻なままであるため、スイッチング電源装置１００の電源効率が高い。ここで、
一次コイル１１１に供給される発振信号の波形を急峻なまま用いると、図９（ｂ）を参照
して説明したように、スイッチング電源装置１００から周波数の高いノイズが発生するが
、このようなノイズが発生しても、ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチャンネルを受信
中であれば、受信チャンネルの周波数が高いので、受信チャンネルの周波数帯域とノイズ
の周波数帯域とは重ならない。それ故、受信ノイズは発生しない。
【００３０】
よって、本形態のテレビジョン受信機１によれば、いずれの受信チャンネルでも受信ノイ
ズが発生せず、かつ、電源効率が低下するのは周波数の低い特定チャンネル（ＶＨＦロー
チャンネル）を選択しているときだけであるので、電源効率の向上と、安定した受信の双
方を達成することができる。
【００３１】
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たとえば、スイッチング電源装置１００において直流電源１２０を供給する電池の容量が
１５００ｍＡＨｒとしたとき、図７に示す回路構成のスイッチング電源装置１００の消費
電流が３６０ｍＡであれば、その電池寿命は２５０分である。これに対して、図８に示す
回路構成のスイッチング電源装置１００の消費電流が４００ｍＡであれば、このスイッチ
ング電源装置１００では、電池寿命が２２５分となり、図７に示す回路構成と比較して、
２５分間も短くなってしまう。しかるに本形態のテレビジョン受信機１を東京地区で用い
ると、一般に受信可能な放送局数は、ＶＨＦローチャンネルが２局、ＶＨＦハイチャンネ
ルが５局、ＵＨＦが２局であるから、各チャンネルを均等に選択したとすれば、図７に示
す回路構成のモードで使用される割合が７／９であり、図８に示す回路構成のモードで使
用される割合が２／９である。従って、本形態のスイッチング電源装置１００を搭載した
テレビジョン受信機１であれば、その電池寿命は２４４分であり、図８に示す回路構成の
スイッチング電源装置１００を用いたときと比較して約１９分間、電池寿命を延長するこ
とができる。
【００３２】
また、大阪地区ではＶＨＦローチャンネルが１局しかないため、本形態のテレビジョン受
信機１は、電源効率の面でより有利である。
【００３３】
［実施の形態２］
図３（ａ）、（ｂ）はそれぞれ、本形態のテレビジョン受信機のブロック図、およびこの
テレビジョン受信機において、スイッチング電源装置の動作モードを切り替えるためのモ
ード切替え回路の構成を示すブロック図である。なお、本形態のテレビジョン受信機の基
本的な構成は、実施の形態１と同様であるため、共通する機能を有する要素には同一の符
号を付して図示するとともに、それらの説明を省略する。また、本形態のテレビジョン受
信機に搭載したスイッチング電源装置の構成は、実施の形態１で説明したものと同一であ
るので、スイッチング電源装置に関する説明は、同じく図２を参照して行う。
【００３４】
図２に示すように、本形態のテレビジョン受信機１も、電池を単一電源とするため、スイ
ッチング電源装置（ＤＣ－ＤＣコンバータ）１００が搭載され、このスイッチング電源装
置１００によって各種の直流電圧を生成し、これらの直流電圧を電源として各回路を動作
させている。このスイッチング電源装置１００においても、トランス１１０の一次コイル
１１１に対する電源１２０の供給ラインとグランドとの間には、一次コイル１１１に印加
される発振信号の電流波形を、図９（ａ）に示す波形から図９（ｃ）に示す波形に鈍化さ
せる波形整形素子としてのキャパシタ１７０が介挿されている。
【００３５】
本形態でも、このキャパシタ１７０に対しては、図３（ａ）、（ｂ）を参照して説明する
モード切替え回路２０が構成されている。このモード切替え回路２０は、キャパシタ１７
０とグランドとの間に介挿されたモード切替え用スイッチ手段としてのトランジスタ２１
と、受信チャンネルの選局結果に基づいてトランジスタ２１のスイッチ動作を制御するた
めの信号を出力する切替え制御信号発生回路２３とから構成されている。
【００３６】
本形態においても、制御信号発生回路２３は、複数の受信チャンネルのうち周波数の低い
特定チャンネル（ＶＨＦローチャンネル）が選択されたときにトランジスタ２１をオンさ
せて一次コイル１１１にキャパシタ１７０が並列に電気的接続された状態とし、周波数の
高いチャンネル（ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチャンネル）が選択されたときには
トランジスタ２１をオフさせて一次コイル１１１にキャパシタ１７０が回路的に接続され
た状態を解除する。
【００３７】
このような切替えを行うために、本形態において、制御信号発生回路２３は、受信チャン
ネルの選択結果に基づいて、チューナ４の同調回路のコイルのインダクタンス値を切り替
えるためのバンド切り替え電圧Ｖｓを利用して構成されている。すなわち、電子同調チュ
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ーナーでは、　ＶＨＦローチャンネル受信時同調回路のコイルのインダクタンス値を増加
させるためのスイッチング回路が内蔵されており、そのスイッチング回路をオンオフする
ためのバンド切り替え電圧Ｖｓが供給される。したがって、本形態では、図３（ｂ）に示
すように、希望するチャンネルが指定されると、このチャンネルの選択結果に対応して、
ＶＨＦローチャンネルが選択されたときと、ＶＨＦハイチャンネルやＵＨＦチャンネルが
選択されたときとでは、バンド切替え端子４４の電位が相違することになる。また、バン
ド切替え端子４４からトランジスタ２１のベースには信号線２１０が延びている。従って
、ＶＨＦローチャンネルが選択されたときには、バンド切替え端子４４に約２０Ｖのバン
ド切替え電圧Ｖｓが印加されるとともに、このバンド切替え電圧Ｖｓの印加によって、ト
ランジスタ２１がオン状態となる。その他のチャンネル（ＶＨＦハイチャンネルおよびＵ
ＨＦチャンネル）が選択された状態で、トランジスタ２１はオフ状態である。
【００３８】
このように構成したテレビジョン受信機１でも、実施の形態１と同様、周波数の低い特定
チャンネル（ＶＨＦローチャンネル）が選択されたときには、モード切替え回路２０は、
トランジスタ２１をオンさせ、一次コイル１１１にキャパシタ１７０を並列に電気的接続
した状態とする。このため、スイッチング電源装置１００から出るノイズの周波数を低く
抑えることができ、このような低い周波数のノイズであれば、ノイズの周波数帯域が受信
チャンネル（ＶＨＦローチャンネル）の周波数帯域と重なることがない。それ故、テレビ
ジョン受信機１において受信ノイズを解消することができる。また、周波数の高いチャン
ネル（ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチャンネル）が選択されたときには、モード切
替え回路２０において、トランジスタ２１がオフ状態にあるため、キャパシタ１７０は、
一次コイル１１１から回路的に切り離された状態にある。従って、電源効率が高く、かつ
、スイッチング電源装置１００から周波数の高いノイズが発生しても、ＶＨＦハイチャン
ネルおよびＵＨＦチャンネルを受信中であるので、受信チャンネルの周波数帯域とノイズ
の周波数帯域とは重ならない。それ故、受信ノイズは発生しない。よって、本形態のテレ
ビジョン受信機１によれば、いずれの受信チャンネルでも受信ノイズが発生せず、かつ、
電源効率が低下するのは周波数の低い特定チャンネル（ＶＨＦローチャンネル）を選択し
ているときだけであるので、電源効率の向上と、安定した受信の双方を達成することがで
きる。
【００３９】
［実施の形態３］
図４は、本形態のテレビジョン受信機のブロック図である。なお、本形態のテレビジョン
受信機の基本的な構成は、実施の形態１と同様であるため、共通する機能を有する要素に
は同一の符号を付して図示するとともに、それらの説明を省略する。また、本形態のテレ
ビジョン受信機に搭載したスイッチング電源装置の構成は、実施の形態１で説明したもの
と同一であるので、スイッチング電源装置に関する説明は、同じく図２を参照して行う。
【００４０】
図２に示すように、本形態のテレビジョン受信機１も、電池を単一電源とするため、スイ
ッチング電源装置（ＤＣ－ＤＣコンバータ）１００が搭載され、このスイッチング電源装
置１００によって各種の直流電圧を生成し、これらの直流電圧を電源として各回路を動作
させている。このスイッチング電源装置１００の回路構成は、図２を参照して説明したよ
うに、トランス１１０の一次コイル１１１に対する電源１２０の供給ラインとグランドと
の間には、一次コイル１１１に印加される発振信号の電流波形を、図９（ａ）に示す波形
から図９（ｃ）に示す波形に鈍化させる波形整形素子としてのキャパシタ１７０が介挿さ
れている。
【００４１】
本形態でも、このキャパシタ１７０に対しては、図４を参照して説明するモード切替え回
路２０が構成されている。このモード切替え回路２０は、本形態でも、キャパシタ１７０
とグランドとの間に介挿されたモード切替え用スイッチ手段としてのトランジスタ２１と
、受信チャンネルの選局結果に基づいてトランジスタ２１のスイッチ動作を制御するため
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の信号を出力する切替え制御信号発生回路２４とから構成されている。
【００４２】
本形態においても、制御信号発生回路２４は、受信チャンネルのうち周波数の低い特定チ
ャンネル（ＶＨＦローチャンネル）が選択されたときにトランジスタ２１をオンさせて一
次コイル１１１にキャパシタ１７０が並列に電気的接続された状態とし、周波数の高いチ
ャンネル（ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチャンネル）が選択されたときにはトラン
ジスタ２１をオフさせて一次コイル１１１にキャパシタ１７０が回路的に接続された状態
を解除する。
【００４３】
このような切替えを行うために、制御信号発生回路２４は、選局回路３において、ＶＨＦ
ローチャンネルが選択されたときに制御信号を出力する信号出力部として構成され、この
信号出力部は、その他のチャンネル（ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチャンネル）が
選択されているときには、信号出力を行わない。
【００４４】
従って、本形態のテレビジョン受信機１において、周波数の低い特定チャンネル（ＶＨＦ
ローチャンネル）が選択されたときには、モード切替え回路２０は、選局回路３に形成さ
れている制御信号発生回路２４が所定の信号を出力することにより、トランジスタ２１を
オンさせ、一次コイル１１１にキャパシタ１７０を並列に電気的接続した状態とする。こ
のため、スイッチング電源装置１００から出るノイズの周波数を低く抑えることができ、
このような低い周波数のノイズであれば、ノイズの周波数帯域が受信チャンネル（ＶＨＦ
ローチャンネル）の周波数帯域と重なることがない。それ故、テレビジョン受信機１にお
いて受信ノイズを解消することができる。また、周波数の高いチャンネル（ＶＨＦハイチ
ャンネルおよびＵＨＦチャンネル）が選択されたときには、モード切替え回路２０におい
て、トランジスタ２１がオフ状態にあるため、キャパシタ１７０は、一次コイル１１１か
ら回路的に切り離された状態にある。従って、電源効率が高く、かつ、スイッチング電源
装置１００から周波数の高いノイズが発生しても、ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチ
ャンネルを受信中であるので、受信チャンネルの周波数帯域とノイズの周波数帯域とは重
ならない。それ故、受信ノイズは発生しない。よって、本形態のテレビジョン受信機１に
よれば、いずれの受信チャンネルでも受信ノイズが発生せず、かつ、電源効率が低下する
のは周波数の低い特定チャンネル（ＶＨＦローチャンネル）を選択しているときだけであ
るので、電源効率の向上と、安定した受信の双方を達成することができる。
【００４５】
［その他の実施の形態］
なお、上記の形態１、２、３では、一次コイル１１１に対してキャパシタを回路的に接続
した状態と、この接続状態を解除した状態とに切り替える構成であったが、図５に示すよ
うに、一次コイル１１１に対して、回路的に接続した状態とこの接続状態を解除した状態
とにトランジスタ２１によって切り替えられるキャパシタ１７０と、一次コイル１１１に
対して回路的に接続された状態のままのキャパシタ１７１とを設けた構成であってもよい
。このような構成の場合には、ＶＨＦローチャンネルが選択されているときには、２つの
キャパシタ１７０、１７１で一次コイル１１１に供給される発振信号の波形を鈍化させ、
ＶＨＦハイチャンネルおよびＵＨＦチャンネルが選択されているときには、キャパシタ１
７０の方を切り離して、キャパシタ１７１のみで一次コイル１１１に供給される発振信号
の波形をわずかに鈍化させることになる。
【００４６】
また、上記のいずれの形態でも、一次コイル１１１に供給される発振信号の波形を鈍化さ
せる電気素子としてキャパシタを用いたが、キャパシタに代えて、図６に示すように、一
次コイル１１１に並列に電気的接続する状態、およびこの接続状態が解除される抵抗１７
２を用いてもよい。
【００４７】
さらに、上記のいずれの形態においても、ＶＨＦローチャンネルが選択されているときの
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み、一次コイル１１１に供給される発振信号の波形を鈍化させる構成であったが、スイッ
チング電源装置１００から発生するノイズの周波数分布によっては、たとえば、ＶＨＦロ
ーチャンネルおよびＶＨＦハイチャンネルが選択されているときに、一次コイル１１１に
供給される発振信号の波形を鈍化させ、ＵＨＦチャンネルが選択されているときにはこの
ような波形の鈍化を中断あるいは緩和する構成であってもよい。
【００４８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明では、周波数の低い特定チャンネルが選択されたときには、
トランスの一次コイルに供給される発振信号の波形を鈍化させる。このため、スイッチン
グ電源装置から出るノイズの周波数を低く抑えることができるので、ノイズの周波数帯域
が受信チャンネルの周波数帯域と重なることがない。また、周波数の高いチャンネルが選
択されたときには、トランスの一次コイルに供給される発振信号の波形を急峻な条件に設
定するため、電源効率が高く、かつ、この条件下において、周波数の高いノイズが発生し
ても、受信チャンネルの周波数が高いので、受信チャンネルの周波数帯域とノイズの周波
数帯域とは重ならない。それ故、本発明によれば、いずれの受信チャンネルでも受信ノイ
ズが発生せず、かつ、電源効率が低下するのは周波数の低い特定チャンネルを選択してい
るときだけである。よって、電源効率の向上と、安定した受信との双方を達成することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）、（ｂ）は、本発明の実施の形態１に係るテレビジョン受信機のブロック
図、およびこのテレビジョン受信機においてスイッチング電源装置の動作モードを切り替
えるためのモード切替え回路の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示すテレビジョン受信機に搭載したスイッチング電源装置の回路図である
。
【図３】（ａ）、（ｂ）は、本発明の実施の形態２に係るテレビジョン受信機のブロック
図、およびこのテレビジョン受信機においてスイッチング電源装置の動作モードを切り替
えるためのモード切替え回路の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態３に係るテレビジョン受信機のブロック図である。
【図５】本発明の別の実施の形態に係るテレビジョン受信機に搭載したスイッチング電源
装置の回路図である。
【図６】本発明のさらに別の実施の形態に係るテレビジョン受信機に搭載したスイッチン
グ電源装置の回路図である。
【図７】従来のテレビジョン受信機に搭載したスイッチング電源装置の回路図である。
【図８】従来の別のテレビジョン受信機に搭載したスイッチング電源装置の回路図である
。
【図９】（ａ）、（ｂ）はそれぞれ、図７に示すスイッチング電源装置の１次コイルに供
給される発振信号の電流波形図、および図７に示すスイッチング電源装置が発するノイズ
の周波数分析結果を示すスペクトラムであり、（ｃ）、（ｄ）はそれぞれ、図８に示すス
イッチング電源装置の１次コイルに供給される発振信号の電流波形図、および図８に示す
スイッチング電源装置が発するノイズの周波数分析結果を示すスペクトラムである。
【符号の説明】
１　テレビジョン受信機
２　アンテナ
３　選局回路
４　チューナ
５　ＩＦ回路
６　クロマ回路
７　液晶パネル駆動回路
８　液晶パネル
９　音声信号増幅回路
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１０　受信装置本体
１１　スピーカ
２０　モード切替え回路（モード切替え手段）
２１　トランジスタ（モード切替え用スイッチ手段）
２２、２３、２４　制御信号出力回路（制御信号出力手段）
１００　スイッチング電源装置
１１０　トランス
１１１　一次コイル
１２０　直流電源
１３０　トランジスタ（電源給断用スイッチ手段）
１４０　制御用ＩＣ（電源制御手段）
１５０　ダイオード
１６０　平滑用のキャパシタ
１７０　波形整形用のキャパシタ（波形整形素子）
１７２　波形整形用の抵抗（波形整形素子）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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